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北大水産業 報

26(4)， 314-320. 1976. 

無節 4ナンゴモ数種の胞子発生$

能登谷正治判

Spore Germination in Severa1 Species of Crustose Cora1lines 

(Cora1Iinaceae， Rhodophyta)* 

Masahiro NOTOYA柿

Abstract 

The prωen七p!l.perdeals wiもhthe early developmer凶 ofspore germin叫ionin 
もhefolIowing 11 speoies阻 d2 forI回 belongingもo6 genera of oruω随 oora.lIin倒 :

Lithophyllu明日Pl・，N.ωgoniolit1w叫叫eofar伽 ii(=Lith叩，hyUumneofar，伽'"SetohelI 
et M帥 on)，Neog側 ，iolith側 ab8imile(=Lithophyllw叫 abBi叫 ileFoslie et Howe) ， 
Neogo拍.iolit，伽 SPl・，P8e'都dolith叩hyllum811，抑 制e(F，ωlie) Adey f. te側 e抽鍋ki，
P8eudolit取司phyllu情 SPl・，PtJe也dolithophylZumSp..， Heterode門間飢T伊 88i・Fωlief. 
pa抑 wlaMωaki， Lithot加畑niu悦 BPl・，Lit.恥t拘冊泊，iu僻 sPa.副 dM，ゆ仰向 pooifica
M制 乱ki.

The mea剖 rementof the spore diameter ati旬rliberation in the旬闘もedspeoies 
proved色obe the longest in M elobesia pacifica and the sm晶lIes色 inHeteroderma 
8argasBi f. parvula. 

In alI of the speoies studied here，品 viscou自 substa.n切W&Bobservedもoderive 
from the spores wh朗色heybeganもoa.dhere to the slid倒・

The germination modes were cIassifi.ed in thr加も.ypes. (1) The OoralU棚-

type: Neo伊 liolith抑制ofarlowii，N，ωg側 ，iolit，加 持 abBimiZe，N eog.仰 ω:it加略目Pl.'
P8eudolitル-.phyllum8hioe附 ef. te側 e，P8叫 dolit1wphyUu悦 SPl・，Lit1u.話加畑mumSPl.' 
Lilhotham1抑制 sPa.，H，仰附k円雌 sargassif. parvwla; (2)色heA勿ψhir，伺 -type:
Lith叩hy恥 m SPl.' Pse也dolith叩hyll包m sPa.; (3) the M elobeBiα p側舟a句 pe:
M品 加iapooijica. The former twoも，ypesha.d b伺 ndescribed by Chiliara b凶 the
last one w制 repo尚edfor the first色ime.

緒曾

紅藻サンゴモ科 (Corallinac四 e)植物の胞子発生についてわが国では猪野りがカニノテ A.mρhiroa

dilatata Lamourouxで，長谷川・和久井勾がどリヒパ Corallinapilulifera Postels et Ruprecht 

で報告し，共IL盤状型の結果を得ている。

また千原ぬのは 1952年以来研究を行い，その一部については既に明らかにして来たが，最近，のー11)

有節サンゴモ 21種 1亜種と無節サンゴモ 21種についての発生型を報告し，無節サンゴモの大部分

ホ北海道大学水産学部臼尻水産実験所研究業績第 13号
(Oontribut伽 No.13ft側 theU.ω¥iiri Fisherier8 Laboratory， FMul勿ofFisheries， Hok.如似o

U叫versity)
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(L叫仰官ωryof厄arineBotan宮，Facwlty of Fis，品，eriers，Hok.加 idoUni世0・sity)
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能登谷: 無節サンゴモの胞子発生

と有節サンゴモはカニノテ型 Amphiroa-typeかピリヒパ裂 Corallina-typeのいずれかに属すると

した。更に発生型について Cabiωh1のはいくつかのサンゴモ類陀ついて調ぺ，大きく Naccaria-type 

とDumontia-typeIL分け，一般的なサンゴモ類の発生型である後者の Dumontia-typeを更に初期発

芽体の分割方法や周辺細胞の発達状態などから Lithoρhyllumィnode，Lithothamnium-mode， Neo-

goniolithon-modeの3様式に分けた。

著者13)は 1974年ILノリマキ属 Tenareaの3種についでの観察を行い，じれちの分割型は千原6)

の報告したカニノテ型に含まれる乙とを報告したが，その後更に引き続き未だその初期発生が観察き

れていない 6属 11積 2品種(イシゴロモ属 Lithophyllum1種，イシノミモドキ属Neogoniolithion 

3種，ニセイシゴロモ属 Pseudolithophyllum3種 1品種，モカサ属 Heterode門司a1種 1品種， イ

シモ属 Lithothamnium2種，ザピ属 Melobesia1種)について培養争行った。その結果コブイシゴ

ロモ Neogoniolitihonneofarlowii (=Lithoρhyllum neofarlowii Setchell et Ma-son) ，イワノサピ

N eogoniolitho舟 absimile(= Lithoρhyllum absimile Foslie et Howe) ， イシノミモドキ属の 1種

N eogoniolithon species1 キタミサキイシゴロモ Pseudolithophyllumshioense (Foslie) Adey f. 

tenue Masaki，ニセイシゴロモ属の 1種 Pselldolithophyll抑 species1，イシモ属の2穏 Lithotham-

nium species1 (Lithothamnillm pac併caIL酷似したもの)， Lithothamnium species2' ソゾゴロモ

Heteroderma sargassi Foslie -f. parvula Masakiはすべてピリヒパ型であり，イシゴロモ嵐の 1種

Lithophyllum SPecies1' ニセイシゴロモ属の 1種 P日udolithophyllumspecies2はカニノテ型，ア

パタモカサ Afe!obesiaμcificaMa鍋kiはアパタモカサ型 Melobesiapacifica-type (新称)の 3型

に大別するととができた。乙れらの結果について報告する。

材料及ぴ方法

本研究に使用した材料は 1973年から 1974年にかけて函館市およびその近郊で採集したものであり，

それらは表 1に示した。藻体が石又は貝殻上等に密着しているものはその基質Cと， また体の厚い藻

体や基質から容易に剥れるものについては漉体のみを採り，またアパタモカサのように他の植物体上

IL着生しているものでは比較的多量に生育している部分を宿主ごと切り取り，海過海水で 3-4回洗っ

た後に，胞子の放出そ試みた。胞子の放出IL際しては容積l(則mlで口径 25cmのシャーレの器底IL

スライドグラスを敷きつめて鴻過海水を満たし， その上に藻体を置き， 水温17-20.C，照度 3001ux

の下で 4-5時開放置した。胞子のついたスライドグラスは更に鴻過海水を入れた別のシャーレIL移し

換えられ，前と同r，条件で培養を続け，適時スライドグラスを取り出して顕微鏡下で観察し， アッペ

T晶，ble1. Daωof the couωtion of tke mate巾 18制 edfor tke culture experi'脚叫t.

Species Loc晶tion Date Subs色.ratum

Tachimachi 23AJm pr.1974 rock 
Shirikishinai 16 Jun. 1973 rock晶ndshell 
T品。himachi 20 Jul. 1973 rock and shell 
Tachimachi 23 M晶y1974 rock 
Tachim品chi 2 Jul. 1973 rock 

IT1m811hjiirmi achi 
6 Jul. 1974 rock 

23AMpary .1974 rock 
Tachimachi 7 Mav 1974 Laure骨ciα
I了間jiri 28 Oct. 1973 rock 

Litkotkαmnium specie自2 Usujiri 280ct. 1973 rock 
Melob伺旬 pac~舟a Usujiri 12 Nov.1973 Pkyllo8伊 dix
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ld哩一.... ←孟 Lωiμ仰hψ 削刷I伽u馴mSp肝e山 I~ 

==ヨI Ne，印叫…0噌g

Neogoni，ω'oh幼'honabsimile 

Neogoniolithon species， 

__  Pseωud，帥刷刷d由制制'oli川t幼州h剛酬y伽'"蜘伽伽t“伽伽u附附ms抑hi胸伽iω似oe削ωef. 附伽ue e 

=E士 Pseud，仰川叫ud，刷dω仰'0/;

圃d圃h• Pseudo耐Ii的;th抑0勿ph削酬y〆州J仰'Iu酬ms叩pe伺削ci加e“Sz
・・・圃・・

Heteroderma sargass; f. parvula 

Lithothamn;ul1/ species， -
竺ヨ-- Li伽

19.9 23.3揃29.9 33.3 36.6 38.9 43.3 46.6舗.9 53.3 56.6掬1.9 W 6ω...~ 

Me/obesia pacifica 二二.-

加湖周3 鵬鍋.9 93.2 9師側 103.31II8.lI .. 113.3 P 
Texιfig. 1. A comp晶risonof the spore diameter after liberation in 11 species and 2 forms 

of crus旬開 corallines.

氏描画装置を用いてスケッチをした。

胞子の直径の測定Ir.際しては約 50個づっ行った。胞子の核の観察には固定Ir.カルノア氏液(アル

コ-)レ:酢酸=3:1の混液)，染色にはウイットマン氏液を用いた。

結果及ぴ考察

放出された胞子の大きさは掃図 1fL示す如く各属について同一ではなく可成りの相違が認められ，

最も大きなものはアパタモカサ (76.6-113.3 l'平均 90.91')で， 最も小さなものはソゾゴロモ

(19.9-29.91'平均 25.21')であった。千原9) は有節サンゴモの生殖時期を夏型と秋冬型Ir.分け，無性

胞子の大きさと発生型との関係、から夏型一小型胞子 (20-30(-45)1')ーカニノテ型，秋冬型一大型胞子

((40-)45-70 (-90)μ) ピリヒパ型とに分けられるとした。更に ζれらは無節サンゴモについても同様

に考察できるとしているの10)11)。

今回著者の扱った種についてζのJ誌を考察するとイシモ属およびイシゴロモ属では基本的には一致
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するが，しかし，イシノミモドキ属の2種，即ちコブイシゴロモは夏型で大型胞子で， イヲノサピで

は小型胞子でピリヒパ型であった。またニセイシゴロモ属のキタミサキイシゴロモでも小型胞子でど

リヒパ型の発生を示した。千原11) はモクゴロモ Heterodermasargassiを小型胞子でピリヒパ型と

して報告しているが，その一品種であるソゾゴロモでも同じ結果が得られた。

各種ともに放出直後の胞子は球形で深紅色を是し，放出後 3-4時間は培養液中に浮遊し，その後基

質に付着して分割を始める。胞子は基質K付着し，その際品古液状の物質を分泌する。 この物質につい

ては Johansen14)はエゾシコロ属の 1種 Calliarthrontuherculosumで報告しており，長谷川・和久

井のはピリヒパで明らかにその存在が認められる写真を示し(長谷川ら，図版 II，2-6)，小坂15) は取

り扱った全ての無節サンゴモ 5種に見られたとし，千原5) も有節サンゴモ 4種について報告している。

著者の観察した種では全てに認められたが，イシモ属の 2種ではその量は少なく， アパタモカサおよ

びイシノミモドキ属の l種では多量に観察された。

浮遊中および付着直後の胞子は核の存在が判然とせず，ただ胞子の中央部分K色素の淡い部分が認

められるだけであるが，固定染色するとその中心に仁を有する核が明瞭に観察される。

放出された胞子は四分胞子か果胞子かは識別し難い。四分胞子は時には胞子のうに包まれたまま放

出される ζ とがある(図版 1，1，19)。乙のようなものは時間の経過とともに色素体が緑色に変色して

枯死してしまう。胞子は浮遣を状態から基質に付着後8細胞前後までは水中からわずかに露出しでも崩

嬢する ζ とが多いが，それ以後では短時間の露出で崩嬢する ζとはあまりない。

一般に原胞子内での分割は通常 17-200Cでは 2-3時聞に l回の割合で行われる。胞子細胞内での

分割が終ると周辺へ新らしい細胞を伸長させ，ほi;f円盤状K生長する。しかし，中には一方向にのみ

伸長が見られるものもある。

今回扱った 11種の発生様式はピリヒパ型， カニノテ型およびアパタモカサ型の 3型である。前者

2型は千原5)-11) によって既に知られているものであるが，最後の発生型は今回初めて観察され，著

者によって名付けられたものである。

1. ピリヒパ型K属するもの，

コブイシゴロモ(図版 1，1-7)，イヲノサピ(図版 1，1-13)，イシノミモドキ属の 1種 Neogonio・

lithon speciesl (図版 1，14-18).キタミサキイシゴロモ(図版 1，19-24)， ニセイシゴロモ属の l種

PseudotitJtoρhyllum species1 (図版 1，25-30)， イシモ属の2種 Lithothamniumspecies1 (図版II，

31-36)， Lithothamnium species宮(図版 III.37 -42) ， ソゾゴロモ(図版 II，43-48)の 8種がこれ

に属する。

これらの発生型は第 l回目の分割によって胞子は 2等分され(図版 1，3.9，21，27;図版 II，32，38， 

44) ，更にそれと直交する第2分割面によって同形同大の 4個細胞の発生体となる(図版 1，4，10，15. 

22;図版 II，33，39.45)。第3回目の分割は第 l回目の分割面を中心にそれとほぼ平行な 2つの分割面

によって行われ 8個細胞の発生体となり(鴎版 1，5，11， 16，23，29;図版 II，34， 40， 46) ， 第4回目の

分割は第2回目の分割函の両側にそれと平行で，しかも第 1および第3回目のそれらと直交する 2つ

の分割面によって行われて 16細胞となる(図版 1，6，12，17，24;図版II，35， 47)。これ以後は前と同様

に互いに直交する方法で周辺部分が更に碁盤の目状IL分割され，細胞数が約 32個前後までになる。

ζの時期までは未だ原胞子の大きさを保っているが，胞子放出後 2-3日自には周囲に柔細胞を伸長さ

せ，円盤状IL体を拡大していく (図版 1，13，18)。

2. カニノテ型に属するもの，

イシゴロモ属の 1種 Lithophyllumspeciesl (図版 II，49-54)， ニセイシゴロモ属の 1種 Pseudo-

- 317ー



北大水産象報 26(4). 1976. 

lithoPhyllum Species2 (図版 11，55-61)の2種が乙の型fL属する。

本型fL属する発生型は第 1回目かち第3回目までの分割様式は前記のピリヒパ型のものと全く同様

である(図版 11，田-52，56-58)が， 第4回目以後が異なる。即ち，第4回目の分割では第 1分割

面と直交し，且つ，第2分割面をはさんで対称でそれと平行な 2つの分割面が生じ， それによって中

央部分が8個細胞となるが，それと同時に第3分割面の外側fL，それと平行な分割が行われて16細胞

の発生体となる(図版!I， 53， 59)。その後イシゴロモ属のものでは更に中央の 4細胞の外側に第2分

割面と平行な分割面が生t-るが，また一方2つの弓状の第3と第4分割面との聞にもう一つの分割が

ほとんど同時に生じて 24細胞の発生体となる。 しかし，ニセイシゴロモ属のものでは第 3と第 4分

割面の聞の分割だけが見られ，しかも常に中央の 4細胞に接する様に生じる(図版!I， 60)。 ζの後は

いずれも周辺細胞で 1回程度の分割がなきれ， 36個細胞前後まで分割した後fL柔細胞を伸長させて周

辺fL体を拡げる(図版 11，61)。

3. アパタモカサ型に属するもの

使用した材料のうちアパタモカサ唯1種がこの型に属する(図版 UI，62-69)。

乙の発生様式では第 1回目から第2回目にかけての分割は上述のどリヒパ型とカニノテ型のものと

同じであるが(図版 UI，63-64) ，それ以後の発生様式がとれら 2型とは全く異なる。即ち，第3回目

の分割は胞子の中央部分からほぼ放射状に行われて表面観ではそれぞれ 3角形の8個細胞から成る発

Text.fig. 2. Diagram showing spore germination p的ternsin 11自peciesand 2 forms of 
crus初日ecoralline岨.
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生体となる(図版 III，65)。第4岡田の分割11:':よって各細胞は更11:':放射状にほぼ2等分きれ， 発生体

は 16個細胞となる(図版 III，66)。また第5回目の分割商も前回と同様に行われるが.分割面l;t常K

中心から外れ回を重ねるに従って次第に発生体の周辺部分11:':移行してい<(図版 m.67)。ζの後は更

に細か〈細胞分裂を繰り返し， 2回，却O個細胞の発生体とな司た後K周辺ヘ柔細胞巻伸長きぜ始める。

尚，今回明らかにされた 11種2品種の胞子初期発生型を模式的11:':掃図211:':示した。千原の8)10)1りに

よると無節サンゴモの発生型の大部分はカニノテ型かピリヒパ型に属するが，このほかに porolithon

onkodes型とイポモカサ属iとみられる 3つの異なった型を合わせて 6型が存在するとしている。また

著者13) は他の海漢の体上に着生しているノリマキ属 3種では基本的にはカニノテ型を示すが，細部

の点ではそれと若干異なっている ζ とを明かにした。そ乙で今回のアパタモカサ型をも合せて考える

とカニノテ型およびピリヒパ型以外の発生型を示すもののほとんどが着生種 (epiphyte)である ζ と

は興味深く，今後更に乙の点について調べていきたい。

要 約

1. 無節サンゴモ 6属 11種2品種の初期発生を観察した。即ち，イシゴロモ属の l種， コブイシゴ

ロモ，イワノサピ，イシノミモドキ属の l種，キタ tザキイシゴロモ，ニセイシゴロモ属の2種， ソ

ゾゴロモ，イシモ属の2種，アパタモカサである。

2. 放出された脇予の大きさはアパタモカサが最事大きしソゾゴロモl;t最も小事かった。

3. 各種共に胞子付着時には粘液状物質の分泌が認められた。

4. 各種の発生型はピリヒパ型，カニノテ型，アパタモカサ製{新称)11:分けられた。

本稿の校閲と御指導をいたTざし、Tこ北海道大学水産学部教授正置寓太郎博士11:':感謝の意を表します。
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Plate 1 

Various酌agesofもhe'spore germ脚色ionin 5 species and 1 form of 
cn溜ω防∞'rallines.

Fig自. 1ヶ7.Net司F叫 ，iolit.加偽情eofarlowii
Figs. 8-13. N，副司9師必lit，加nabBi四.ile
Figs. 14-18. N，ωg帥 ，iolit，加持 SPl・
Figs. 19-24. P8，ωdolit，弘司phyll旬，m 8'"必ω8ef. te'附 e
Figs. 25--30. P8仰ゐlith叩'hyll'UmSP1. 
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NOTOYA: Spore germina品ionof crus初日ecorallines 



Plate 11 

Various stag倒 of色ihe司悶，regermin抗ionin 5目peciesand 1 fonn of 
crusfic:刷町晶Uines.

Figs. 31-36. Lithothamni~仰Bpl・
Figs. 37-42. Litho幼α飢niumBpa・
Figs. 43-48. H抑，吋伊押協 8argassif. parm山
Figs. 4仏-54. μ地神宮llw却も自Pl・
Figs. 55-61. P8eudolit.弘司phyzz.郁msps. 
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PLATE II 
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市ポサ./〆'EU
50μ 

N伺 OYA: Spone germinaiもionof Qrus加 齢 伺Iral1ine国



Plate 111 

Variou日嗣gesof伽 sproegermina品ionin M elobesia pae~戸ea.
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62-65.100μ 66-69・ 50μ

NOTOYA: Spore germination of CfUS色ose切，;ral1ine司


